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(57)【要約】
　開口を作るように密閉カートンから分離することがで
きる除去可能部分（７５、１７５）を含むブランク（１
０、１１０）が示される。カートンの残りの部分は、カ
ートンをほぼ等しい半体に折り曲げるか又は「割る」こ
とができるように、折り線又は他の引き裂き線によって
二等分することができる。続いて、これらの半体を垂直
の向きにして、小売店の棚又は吊り下げディスプレイで
の陳列を可能にすることができる。付加的な構造支持の
ために、いずれかの端部又は中央に補強ストリップ（３
０、３２、１３０、１３２）を設けることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カートンから物品を供給する方法であって、
　除去可能部分及び残りの部分を備えるカートンを準備することであって、該除去可能部
分は引き裂き線によって少なくとも部分的に画定され、前記残りの部分は折り線によって
ほぼ二等分され、前記カートンは補強部分を有する、準備すること、
　前記除去可能部分を前記引き裂き線に沿って離すこと、
　前記カートンを前記折り線でヒンジ状に動かすことであって、それにより２つのほぼ等
しい半体を作る、ヒンジ状に動かすこと、
　前記半体を表面上に配置することであって、それにより各半体内の製品を垂直の向きに
する、配置すること、及び
　前記半体のいずれかから製品を供給すること
を備える、カートンから物品を供給する方法。
【請求項２】
　前記半体は、前記折り線に沿って離され得る、請求項１に記載のカートンから物品を供
給する方法。
【請求項３】
　前記カートンを前記折り線でヒンジ状に動かすことは、
　前記製品を水平位置から垂直位置に向けることをさらに備える、請求項１又は２に記載
のカートンから物品を供給する方法。
【請求項４】
　前記製品を供給することは、
　前記カートンを棚上で前向きにすることであって、それにより該カートン半体からのカ
ートン半体内に配置されている製品の供給を可能にする、前向きにすることをさらに有す
る、請求項１ないし３のいずれか１項に記載のカートンから物品を供給する方法。
【請求項５】
　前記前向きにしたカートンの製品が空になると、該空のカートン半体を後向きにすると
同時に他方のカートン半体を供給のために前向きにすることをさらに有する、請求項１な
いし４のいずれか１項に記載のカートンから物品を供給する方法。
【請求項６】
　前記カートンから前記空のカートン半体を離すことをさらに有する、請求項１ないし５
のいずれか１項に記載のカートンから物品を供給する方法。
【請求項７】
　パッケージであって、
　トップパネル、ボトムパネル、２つのサイドパネル、及び少なくとも１つの端部フラッ
プを有するカートンであって、該少なくとも１つの端部フラップは、前記トップパネル、
前記ボトムパネル、及び前記２つのサイドパネルのうちの１つに取り付けられ、且つ該カ
ートンの各端部を閉じることができる、カートンと、
　前記カートン内の複数の物品と、
　前記カートンを閉じるように前記端部それぞれに前記少なくとも１つの端部フラップを
取り付ける手段と
を備え、前記カートンは、残りの部分及び除去可能部分を有し、該除去可能部分は、周囲
部分が第１の引き裂き線によって少なくとも部分的に画定され、前記残りの部分は、第２
の引き裂き線に沿って２つのほぼ等しいカートン半体に分離されて、該カートン半体それ
ぞれが前記カートン端部の向きを垂直位置から水平位置にするようにすることができ、
　前記カートンは、前記端部それぞれの内側部分に沿って端部補強部分を有する、パッケ
ージ。
【請求項８】
　前記除去可能部分は、一方の前記サイドパネルから前記トップパネルを越えて他方の前
記サイドパネルまで延びる、請求項７に記載のパッケージ。
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【請求項９】
　少なくとも１つの中間補強部分が、前記カートンの前記内側部分のほぼ中央領域に設け
られる、請求項７又は８に記載のパッケージ。
【請求項１０】
　アクセスポートが、前記第１の引き裂き線の前記周囲部分に沿って設けられる、請求項
７ないし９のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項１１】
　フィンガフラップが、前記第１の引き裂き線の前記周囲部分に沿って設けられる、請求
項７ないし１０のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項１２】
　前記複数の物品が、前記カートン半体の分離前に水平の向きに配置される、請求項７な
いし１１のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項１３】
　前記カートンが半分にされ、前記端部が前記水平位置に向けられた後で、前記複数の物
品は垂直位置に配置される、請求項１２に記載のパッケージ。
【請求項１４】
　前記除去可能部分は、前記カートンから製品を取り出すのに十分なほど大きな開口を作
る、請求項７ないし１３のいずれか１項に記載のパッケージ。
【請求項１５】
　複数の物品用のカートンであって、
　トップパネル、ボトムパネル、２つのサイドパネル、及び少なくとも１つの端部フラッ
プであって、該少なくとも１つの端部フラップは、該トップパネル、該ボトムパネル、及
び該２つのサイドパネルのうちの１つに取り付けられ、且つ該カートンの各端部を閉じる
ことができる、トップパネル、ボトムパネル、２つのサイドパネル、及び少なくとも１つ
の端部フラップと、
　該カートンを閉じるように前記端部それぞれに前記少なくとも１つの端部フラップを取
り付ける手段と
を備え、該カートンは、残りの部分及び除去可能部分を含み、該除去可能部分は、周囲部
分が第１の引き裂き線によって少なくとも部分的に画定され、前記残りの部分は、第２の
引き裂き線に沿って２つのほぼ等しいカートン半体に分離されて、該カートン半体それぞ
れが前記カートン端部の向きを垂直位置から水平位置にするようにすることができ、
　該カートンは、前記端部それぞれの内側部分に沿って端部補強部分を有する、複数の物
品用のカートン。
【請求項１６】
　前記除去可能部分は、一方の前記サイドパネルから前記トップパネルを越えて他方の前
記サイドパネルまで延びる、請求項１５に記載の複数の物品用のカートン。
【請求項１７】
　少なくとも１つの中間補強部分が、前記カートンの前記内側部分のほぼ中央領域に設け
られる、請求項１５又は１６に記載の複数の物品用のカートン。
【請求項１８】
　アクセスポートが、前記第１の引き裂き線の前記周囲部分に沿って設けられる、請求項
１５ないし１７のいずれか１項に記載の複数の物品用のカートン。
【請求項１９】
　フィンガフラップが、前記第１の引き裂き線の前記周囲部分に沿って設けられる、請求
項１５ないし１８のいずれか１項に記載の複数の物品用のカートン。
【請求項２０】
　前記複数の物品が、前記カートン半体の分離前に水平の向きに配置される、請求項１５
ないし１９のいずれか１項に記載の複数の物品用のカートン。
【請求項２１】
　前記カートンが半分にされ、前記端部が前記水平位置に向けられた後で、前記複数の物
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品は垂直位置に配置される、請求項２０に記載の複数の物品用のカートン。
【請求項２２】
　前記除去可能部分は、前記カートンから製品を取り出すのに十分なほど大きな開口を作
る、請求項１５ないし２１のいずれか１項に記載の複数の物品用のカートン。
【請求項２３】
　カートンから物品を供給する方法であって、
　除去可能部分及び残りの部分を有するカートンを準備すること、
　前記除去可能部分を引き裂き線に沿って離すこと、
　前記カートンの前記残りの部分を前記折り線でヒンジ状に動かすことであって、それに
より２つのほぼ等しい半体を作る、ヒンジ状に動かすこと、
　前記半体を表面上に配置することであって、それにより各半体内の製品を垂直の向きに
する、配置すること、及び
　前記半体のいずれかから製品を供給すること
を含む、カートンから物品を供給する方法。
【請求項２４】
　前記除去可能部分は、前記引き裂き線によって少なくとも部分的に画定され、前記残り
の部分は、折り線によってほぼ二等分され、前記カートンは、補強部分を有する、請求項
２３に記載のカートンから物品を供給する方法。
【請求項２５】
　パッケージであって、トップパネル、ボトムパネル、２つのサイドパネル、及び少なく
とも１つの端部フラップを含むカートンであって、該少なくとも１つの端部フラップは、
前記トップパネル、前記ボトムパネル、及び前記２つのサイドパネルのうちの１つに取り
付けられ、且つ該カートンの各端部を閉じることができる、カートンと、
　前記カートン内の複数の物品と、
　前記カートンを閉じるように前記端部それぞれに前記少なくとも１つの端部フラップを
取り付ける手段と
を備え、前記カートンは、残りの部分及び除去可能部分を有し、
　前記除去可能部分は、周囲が引き裂き線によって少なくとも部分的に画定され、
　前記残りの部分は、２つのほぼ等しい半体を作るように蝶着可能であり、
　前記カートンは、該カートン及びその中の製品を垂直な向きにするように配置可能であ
る、パッケージ。
【請求項２６】
　前記残りの部分は、前記半体を作って前記カートン半体それぞれが前記カートン端部の
向きを垂直位置から水平位置にするように、第２の引き裂き線に沿って分離されることが
でき、
　前記カートンは、前記端部それぞれの内側部分に沿って端部補強部分を有する、請求項
２５に記載のパッケージ。
【請求項２７】
　複数の物品用のカートンであって、
　トップパネル、ボトムパネル、２つのサイドパネル、及び少なくとも１つの端部フラッ
プであって、該少なくとも１つの端部フラップは、該トップパネル、該ボトムパネル、及
び該２つのサイドパネルのうちの１つに取り付けられ、且つ該カートンの各端部を閉じる
ことができる、トップパネル、ボトムパネル、２つのサイドパネル、及び少なくとも１つ
の端部フラップと、
　該カートンを閉じるように前記端部それぞれに前記少なくとも１つの端部フラップを取
り付ける手段と
を備え、該カートンは、残りの部分及び除去可能部分を有し、
　前記除去可能部分は、周囲が引き裂き線によって少なくとも部分的に画定され、
　前記残りの部分は、２つのほぼ等しい半体を作るように蝶着可能であり、
　該カートンは、該カートン及びその中の製品を垂直な向きにするように配置可能である



(5) JP 2008-541885 A 2008.11.27

10

20

30

40

50

、複数の物品用のカートン。
【請求項２８】
　前記残りの部分は、前記半体を作って前記カートン半体それぞれが前記カートン端部の
向きを垂直位置から水平位置にするように、第２の引き裂き線に沿って分離されることが
でき、
　前記カートンは、前記端部それぞれの内側部分に沿って端部補強部分を有する、請求項
２７に記載の複数の物品用のカートン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包括的には、梱包、陳列、及び供給（分配）特徴部を有する、容器を収容す
るためのカートンに関する。
【０００２】
　　［関連出願］
　本願は、２００５年５月２６日に出願された「Hang and Display Basket」と題する米
国仮出願第６０／６８４，８１８号の利益を主張し、当該仮出願の全内容がそのまま繰り
返されるのと同等に参照により本明細書に援用される。
【背景技術】
【０００３】
　小売用製品は概して、容器、例えば箱、缶、カートン等の容器に梱包され、続いて容器
が陳列及び販売のために小売店の棚に置かれる。小売店の棚まで届くためには、製造され
た製品が輸送用に梱包されてから輸送され、解梱され、配列され、棚に保管される。製造
時に製品がそれぞれの小売用パッケージに梱包されると、小売用の梱包製品は、続いてよ
り大きな輸送容器又はカートンに個別に充填されて小売業者に輸送される。続いて、小売
業者が梱包製品を輸送容器から出して、小売店の棚に個々の小売用パッケージを置く。消
費者が最初の数個の梱包製品を棚から取った後、小売業者は通常、整理され均等に分配さ
れた陳列を見せるために棚上の残りの梱包製品を前方に移動させなければならない。さら
に、小売業者は、製品が期限切れではないことを確実にするために、梱包製品を後部から
前部に適時に回転させなければならない。大半の梱包製品のこの解梱、前出し（fronting
）、及び回転は、輸送容器からの廃棄物を発生させ、こうした作業に必要な時間及び労力
の点での費用が高くなる。個別に梱包された製品を輸送、陳列、及び供給できる１つのカ
ートンが必要である。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、囲まれた（封入）カートンに開口を作るために囲まれたカートンから分離す
ることができる切り離し（分離）可能部分を有するカートンの形成に関する。カートンは
、板紙又は他の同様のカートン材料から切断、打ち抜き、又は他の方法で形成されるブラ
ンクから形成され、各カートンの切り離し可能部分は、その周囲が少なくとも何らかの形
で、開口を作るためにカートンの残りの部分から分離可能である境界線によって画定され
る。カートンはさらに、折り線等に沿ってヒンジ状に開くことができるため、切り離し可
能部分を囲まれたカートンから分離することによって開口が形成されてから、カートンを
２つのほぼ等しい半体に「折り曲げて」、各ヒンジ状カートン半体の上側部分に陳列開口
が画定されるようにすることができる。カートンが半分に分離されると、間隔を空けて交
互にほぼ水平位置の向きになっている梱包製品が、バスケット状の向きになったカートン
の各半体内で直立したほぼ垂直位置の向きになる。梱包製品は、カートンに作られた陳列
開口を通していずれかのカートン半体から取り出される。
【０００５】
　製造及び充填中に、本明細書で説明するブランクを囲まれたカートンに形成することが
でき、製品を一端部又は両端部で充填することができる。エンドユーザは、囲まれたカー
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トンから切り離し可能部分を除去して、カートンをほぼ半分に「割る」又は折る、或いは
他の方法で分離することによってカートンを開くことができる。続いて、各半体の下側部
分を何らかの表面上に置くこと又は供給用のディスプレイから吊り下げること等によって
、カートンを直立の向きにすることができる。直立の向きでは、小売店の棚等の表面上に
カートン半体を載せて、各カートンの一方の半体を外向きにして陳列及び／又は供給のた
めに梱包製品を露出させることができる。
【０００６】
　各カートンの露出側の半体内の製品が空になると、カートンの後部半体がその中にある
製品の供給のために外向きになるように、カートンの向きを変えることができる。さらに
、前部半体内の製品が空になると、２つの半体をそれぞれから切り離して空の前部半体を
廃棄できるようにしてもよく、又は例えば棚上の隙間埋め又は吊り下げディスプレイとし
ての役割を果たすようにカートンの前部半体を後部半体に取り付けたままにしてもよい。
【０００７】
　本カートンは、各カートン半体用又はその中の製品の分離用の構造支持を提供する１つ
又は複数の仕切りを任意に含み得る。さらに、本ブランク及び形成済みのカートンの選択
部分に補強領域を設けて、例えば積み重ね、輸送、陳列、又は供給時にカートンの完全性
を高めるようにさらなる強度を与えてもよい。
【０００８】
　本発明のこれら及び他の目的、特徴、及び利点は、添付図面とともに以下の明細書を読
めばより明確になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明のブランク（複数可）の理解及び説明を促すために、本明細書で説明する要素及
び符号は、各カートン及び各ブランクの半体の各部分を区別するために、「上側」、「下
側」、「トップ」、「ボトム（底部）」、「前部」、及び「後部」という用語を利用する
。しかしながら、これらの取り決めは本明細書の説明及び理解を容易にするためだけに含
まれるものであり、決して限定的であるべきではない。「上側、」「下側」等のパネルの
説明は、「第１の」、「第２の」等と呼ばれる場合もある。
【００１０】
　本カートンは通常、個別に供給される製品の容器として有用である。例えば、本発明は
、食品及び飲料等の製品を収容する物品の供給に用いることができる。これらの物品は、
例えばほぼ直方体（rectangular prismatic）の形状の容器を含む食品容器、矩形容器内
に梱包された液体及び／又は食料品、及び／又はプラスチック又は他の柔軟な材料の梱包
製品を含み得る。図１に示すように、カートンを形成するブランクは概して、板紙等の折
り曲げ可能なシート材料から形成されるが、厚紙及びプラスチック、複合材料、又は金属
等の非繊維質で比較的硬質の折り曲げ可能な材料等、他の材料を用いることもできること
を理解されたい。
【００１１】
　ブランクは、係合構成に折り曲げ可能なフラップを各端部に有することができ、接着剤
を任意の所望のパネルに塗布して所望の封入又は折り曲げ構成でカートンを保持すること
ができる。引き裂き線の一部に沿ってアクセスポート又は指孔が有してもよい。アクセス
ポートは、カートンを開いて輸送／収納構成から陳列及び／又は供給構成へのカートンの
変換を開始するために、人の指又は他の物体を受け入れることが可能である。アクセスポ
ートは、特定の向き及び形状、ここでは黄道状（ecliptic）で図示されているが、引き裂
き線を切って（離し）開口を形成することを可能にする任意の他の所望の構成で形成する
ことができる。代替的に、アクセスポートは、引き裂き線を切るためのアクセスを提供す
るように穿刺するか又は他の方法で離すことができるフラップ（図示せず）で覆われてい
てもよい。
【００１２】
　図１Ａ及び図１Ｂは、本発明による例示的なブランク１０を示す。ブランク１０は概し
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て、サイドパネル１２及び２０、トップパネル１６、ボトムパネル２４及び２８、並びに
閉鎖フラップ５０及び５３を含む。サイドパネル１２は、横方向折り線３１及び３３によ
ってサイドパネル端部フラップ４０及び４２に接続され、トップパネル１６は、横方向折
り線３１及び３３によってトップパネル端部フラップ３８及び４４に接続され、サイドパ
ネル２０は、横方向折り線３１及び３３によってサイドパネル端部フラップ３６及び４６
に接続され、ボトムパネル２４は、横方向折り線３１によってボトムパネルフラップ４８
に接続され、ボトムパネル２８は、横方向折り線３１によってボトムパネルフラップ３４
に接続される。
【００１３】
　サイドパネル１２はさらに、折り線１４によってトップパネル１６に接続され、トップ
パネル１６は、折り線１８によってサイドパネル２０に接続され、サイドパネル２０は、
折り線２２によってボトムパネル２４及び２８に接続され、ボトムパネル２４は、折り線
２５によって閉鎖フラップ５３に接続され、ボトムパネル２８は、折り線２５によって閉
鎖フラップ５０から分離される。ボトムパネル２４及び２８はさらに、折り線２２と２５
との間に延びて横方向折り線３１と３３とのほぼ中間に位置する中心位置合わせ折り線２
６によって互いに接続される。閉鎖フラップ５０及び５３も同様に、折り線５１によって
互いに分離され、折り線５１は、折り線２６から折り線２５を越えて閉鎖フラップ５０及
び５３を通ってブランク１０の外周に向かって延びる。パネル端部フラップは、いかなる
構造又は形状であってもよく、図１Ａではいくつかの部分に切欠部を伴って図示されてい
る。
【００１４】
　図１Ｂに示すように、ブランク１０には補強部分又はストリップ３０及び３２を設ける
ことができ、これらは概して、少なくともいくつかの部分がブランク１０に接着される。
補強ストリップ３０及び３２は、所望に応じて変わり得る所定の幅で示されている。残り
のストリップ３０及び３２は概して、パネルを端部フラップにつなぐ折り線３１及び３３
に沿ったパネルの周縁部に沿って重なって、ブランク１０の裏側に貼り付けられる。補強
ストリップ３０及び３２は、パネル１２、１６、２０、及び２８又は２４それぞれの一部
に重なることが示されているが、端部フラップ３４、３６、３８、４０、４２、４４、４
６、及び４８のそれぞれの全体又は大部分に重なることもできる。補強ストリップ３０及
び３２の一部は、製造又は貼り付けプロセス中に、ブランク１０の補強される領域を変え
るように所望に応じた位置で除去されてもよい。
【００１５】
　通常、カートンブランクが形成されてから、３０及び３２で示すパネル及び閉鎖フラッ
プの部分並びに端部フラップの部分を覆う図示の部分等の補強部分を貼り付けることがで
きる。これらの補強ストリップ又は部分は、付加的な板紙層、又は米国特許出願第０９／
５５９，７０４号、同第０９／８１８，０２３号、及び同第０９／９７１，４６９号に図
示及び説明されているもの等の所望の支持を提供する任意の他の補強ストリップを含むこ
とができ、上記出願は全て、現在係属中であるとともに本発明と同一の譲受人によって所
有されており、その全体が含まれるのと同等に参照により本明細書に援用される。
【００１６】
　さらに、除去可能部分７５（図１Ａ及び図１Ｂ）が、少なくともその周囲の一部に沿っ
て一連の折り線又は引き裂き線によって画定される。例えば、引き裂き線５４は、サイド
パネル１２の一部を通って弧状のパターンで延びるものとして図示されており、引き裂き
線５２及び５８に沿ってトップパネル１６まで続き、引き裂き線５２及び５８は、横方向
折り線３１及び３３とほぼ平行に延びて所定の幅だけ互いに離間している。
【００１７】
　引き裂き線は、折り線、切れ目、刻み目、裂け目、ミシン目、切り込み、スコア、クリ
ーズ、又は任意の他の介在物、境界、若しくはそれらの組み合わせを、本ブランク（複数
可）の任意のパネル又はフラップに沿って、またパネル又はフラップに単独で且つさまざ
まな組み合わせで用いて形成することができる。図示の引き裂き線の特定の向き及び組み
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合わせは例示であり、決して限定的なものと解釈すべきではない。
【００１８】
　図１Ａに示すように、除去可能部分７５の引き裂き線は、トップパネル１６から折り線
１８を越えてサイドパネル２０まで引き裂き線６０に沿って続く。開封特徴部６４が引き
裂き線６０に沿って形成され、この開封特徴部は、形成済みのブランクの開口であり得る
か、又は除去可能部分７５を除去する手段を作る別のアクセス特徴部であり得る。引き裂
き線６０は、サイドパネル１２の弧状部分５４に類似してサイドパネル２０にほぼ弧状の
パターンで延び、引き裂き線５４及び６０は概して、折り線２２及びサイドパネル１２に
隣接する外周部分それぞれに向かって折り線１４及び１８から距離Ｄだけ離間しているが
、この距離Ｄは、カートンのサイズ及び形態に応じて長さが変わり得る。
【００１９】
　ブランクからカートンを形成するためには、概して、ブランクを折り曲げてスリーブ構
成にしてから、２つの閉鎖端部を有するカートンになるようにフラップを貼り合わせる。
ブランクからカートンスリーブが形成されてから、製品をカートンに充填し、両端部で種
々の端部フラップを閉じる。スリーブを形成するこれらの種々の端部フラップ及びパネル
は概して、糊及び／又は他の接着手段によってつなぎ合わせられる。図示のブランクは、
参照のために例示的な寸法が与えられているが、与えられた寸法又は縮尺に制限されない
。したがって、収納、陳列、及び供給すべき製品が大きければそれを収容するのに所望又
は必要に応じてより幅広のパネルを提供することができ、製品が小さければそれを収容す
るのに所望又は必要に応じてより小さな寸法を提供することができる。
【００２０】
　図２に示すように、ブランク１０から輸送又は収納の準備が整ったカートンが形成され
ており、通常はその中に製品が収納されているか又は他の方法で入れられている。図２は
、引き裂き線５２、５４、５８、及び６０に沿った除去可能部分７５の除去を開始するた
めにアクセスポート又は開封特徴部６４が操作されている（engaged）、カートンの斜視
図を示す。図３は、ユーザがアクセスポートを操作してカートンの引き裂き線に沿って除
去可能部分７５を分離しているところを示す。図４は、除去可能部分が囲まれたカートン
から完全に除去されたところを示す。
【００２１】
　図５は、開封特徴部が除去され、２つの半体が分離されてバスケットディスプレイを形
成するように折り曲げ特徴部が操作されているカートンを示す。図６は、中の製品がほぼ
垂直配列で配置されている、形成済みのバスケットの斜視図を示す。カートンの半体の斜
視図は、２つの半体が互いにほぼ同様であることを示す。
【００２２】
　本ブランク及びカートンは、任意のサイズ又は任意の構成で形成することができる。例
えば、図７及び図８に示す代替的なブランク１１０は、図１のブランク１０と同様である
。図７は、サイドパネル１１２及び１２０、トップパネル１１６、ボトムパネル１２４及
び１２８、並びに閉鎖フラップ１５０及び１５３を有するブランク１１０の代替的な実施
形態を示す。サイドパネル１１２は、横方向折り線１３１及び１３３によってサイドパネ
ル端部フラップ１４０及び１４２に接続され、トップパネル１１６は、横方向折り線１３
１及び１３３によってトップパネル端部フラップ１３８及び１４４に接続され、サイドパ
ネル１２０は、横方向折り線１３１及び１３３によってサイドパネル端部フラップ１３６
及び１４６に接続され、ボトムパネル１２４は、横方向折り線１３１によってボトムパネ
ルフラップ１４８に接続され、ボトムパネル１２８は、横方向折り線１３１によってボト
ムパネルフラップ１３４に接続される。パネル端部フラップは、いかなる構造又は形状で
あってもよく、ブランク１１０のいくつかの部分に切欠部を伴って図示されている。サイ
ドパネル１１２はさらに、折り線１１４によってトップパネル１１６に接続され、トップ
パネル１１６は、折り線１１８によってサイドパネル１２０に接続され、サイドパネル１
２０は、折り線１２２によってボトムパネル１２４及び１２８に接続される。ボトムパネ
ル１２４は、折り線１２５によって閉鎖フラップ１５３に接続され、ボトムパネル１２８
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は、折り線１２５によって閉鎖フラップ１５０から分離される。ボトムパネル１２４及び
１２８はまた、折り線１２２と１２５との間に延びて横方向折り線１３１と１３３とのほ
ぼ中間に位置する折り線１２６によって互いに接続される。閉鎖フラップ１５０及び１５
３も同様に、折り線１５１によって分離され、折り線１５１は、折り線１２６から折り線
１２５を越えて閉鎖フラップ１５０及び１５３を通ってブランク１１０の外周に向かって
延びる。
【００２３】
　図８に示すように、ブランク１１０には、ブランク１１０の中央部分に沿って貼り付け
られる付加的な補強ストリップ１３１も含まれる。さらに、ブランク１１０には補強部分
又はストリップ１３０及び１３２を有し、これらは概して、少なくともいくつかの部分が
ブランク１１０に接着される。補強ストリップ１３０及び１３２は、所望に応じて変わり
得る所定の幅で示されており、通常は、パネルを端部フラップにつなぐ折り線１３１及び
１３３に沿ったパネルの周縁部に沿って重なって、ブランク１１０の裏側に貼り付けられ
る。補強ストリップ１３０及び１３２は、パネル１１２、１１６、１２０、及び１２８又
は１２４それぞれの一部に重なることが示されており、端部フラップのそれぞれの全体又
は大部分に重ねることもできる。補強ストリップ１３０及び１３２の一部は、製造プロセ
ス中に、ブランク１１０の補強される領域を変えるように所望に応じた位置で除去されて
もよい。
【００２４】
　除去可能部分１７５が、少なくともその周囲の一部に沿って一連の折り線又は引き裂き
線によって画定される。例えば、引き裂き線１５４は、サイドパネル１１２の一部を通っ
て弧状のパターンで延び、引き裂き線１５２及び１５８に沿ってトップパネル１１６まで
続き、引き裂き線１５２及び１５８は、横方向折り線１３１及び１３３とほぼ平行に延び
て所定の幅だけ互いに離間している。引き裂き線は、切れ目、クリーズ、切り込み、スコ
ア、ミシン目、刻み目、裂け目、クリーズ、折り目、又は他の介在物、若しくはそれらの
組み合わせを含んで、開封特徴部の分離を可能にし、且つ形成済みのカートンの半体を本
明細書に詳述されるようなバスケットディスプレイに形成することを可能にすることがで
きる。図７に示すように、除去可能部分１７５の引き裂き線は、トップパネル１１６から
折り線１１８を越えてサイドパネル１２０まで引き裂き線１６０に沿って続く。引き裂き
線１６０は、開封特徴部１６４を含むものとして図示されており、この開封特徴部１６４
は、形成済みのブランクの開口であり得るか、又は除去可能部分１７５を除去する手段を
作る別のアクセス特徴部であり得る。引き裂き線１６０はさらに、サイドパネル１１２の
弧状部分１５４に類似してサイドパネル１２０にほぼ弧状のパターンで延びることができ
る。概して、引き裂き線は、折り線１２２及びサイドパネル１１２に隣接する外周部分そ
れぞれに向かって折り線１１４及び１１８から距離Ｄだけ離間しているが、この距離Ｄは
、カートンのサイズ及び形態に応じて長さが変わり得る。製造プロセス中に、ブランクが
形成されてから、１３０及び１３２で示すパネル及び閉鎖フラップの部分並びに端部フラ
ップの部分を覆う図示の部分等の部分を補強することができる。
【００２５】
　図９は、引き裂き線を分離するように開封特徴部が操作されている、密閉カートンを形
成した図７のブランクの図である。図１０は、カートンの除去可能部分が密閉カートンか
ら完全に除去されたところを示す。図１１は、除去可能部分が除去されてバスケットディ
スプレイを形成するように折り曲げ特徴部が操作されているところを示す、図９のカート
ンを示す。図１１のカートン半体は、補強部分が見えた状態の形成済みのバスケット及び
カートンの両半体の底部を示す。
【００２６】
　概して、カートン半体がディスプレイ又は小売店の棚の上等で垂直位置にされると、製
品をそこから供給することができる。製品がカートンの前部半体から完全に取り出される
と、小売業者はカートンを１８０度回転させて後部半体を供給位置にし、且つ／又は所望
に応じて後部半体から前部半体を分離して除去することができる。カートンの前部半体は
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、一貫した見栄えのよい陳列状態を維持するために棚上の空隙埋めとして用いるように、
引き裂き線の蝶着部で取り付けたままにしてもよい。代替的に、製品がカートンの前部半
体から完全に取り出されると、空の半体を線（２６又は１２６）の蝶着部で引き裂くこと
ができ、廃棄することができる。カートンの前部半体がカートンの後部半体から除去され
ようと、カートンの後部半体に取り付けられたままであろうと、カートンの後部半体を棚
上で外向きに回転させてそこから製品を取り出すのを可能にすることができる。全ての製
品がカートン全体から取り出されると、カートンの後部半体を、又は前部半体が後部半体
から分離されていない場合はカートン全体を廃棄することができる。続いて、新たなカー
トンを空のカートンと入れ替えることができる。
【００２７】
　慣行に従い、後述する図面の種々の特徴は必ずしも一定の縮尺で描かれていない。図面
における種々の特徴及び要素の寸法は、本発明の実施形態をより明確に示すために拡大又
は縮小されている場合がある。
【００２８】
　図示の実施形態では、カートンはパッケージを収容するものとして示されているが、他
のタイプの容器を本発明による運搬容器に収容してもよい。ブランクの寸法も、例えば種
々の容器形態を収容するように変えることができる。
【００２９】
　本発明によるブランクは、例えば、塗工板紙及び同様の材料から形成することができる
。例えば、ブランクの内側及び／又は外側は、クレーコートでコーティングすることがで
きる。続いて、クレーコートの上には、製品、広告、値段コード、及び他の情報又は画像
を印刷してもよい。続いて、ブランクに印刷された任意の情報を保護するために、ブラン
クをワニスでコーティングしてもよい。ブランクは、例えば、ブランクの片側又は両側を
防湿層でコーティングすることもできる。
【００３０】
　例示的な実施形態によれば、ブランクは、通常の紙よりも重く硬質であるような厚さの
板紙で構成され得る。例えば、この厚さは約１６～２２ｌｂｓの範囲であり得る。ブラン
クは、段ボール、硬化紙、又はキャリアパッケージが少なくとも概ね上述のように機能で
きるようにするのに適した特性を有する任意の他の材料等の他の材料で構成することもで
きる。ブランクは、選択されたパネル又はパネルセクションに１つ又は複数のシート状材
料を積層するか又はコーティングすることもできる。
【００３１】
　本発明の例示的な実施形態によれば、折り線は、それに沿った折り曲げを容易にする、
必ずしも直線状ではないがほぼ直線状の任意の弱化形態であり得る。本発明の範囲を狭め
るためではないが、より詳細には、折り線は、所望の脆弱線に沿って材料に圧潰部分を作
る鈍いスコアリングナイフ等で形成される線等の切り込み線、所望の脆弱線に沿って材料
の厚さを貫通しない（extends partially into）切れ目、並びに／若しくは所望の脆弱線
に沿って材料の厚さを貫通しない一連の切れ目及び／又は厚さを貫通する（completely t
hrough）一連の切れ目、及びこれらの特徴の種々の組み合わせを含む。切断を用いて折り
線が作られる状況では、通常、切断は、賢明なユーザでも誤って折り線を引き裂き線とみ
なす可能性があるほど大きすぎないようにする。
【００３２】
　上記の実施形態は、糊によって互いに貼り合わせられる１つ又は複数のパネルを有する
ものとして説明されている場合がある。「糊」という用語は、カートンパネルを所定位置
に固定するのに一般的に用いられるあらゆる種類の接着剤を包含することが意図される。
【００３３】
　本発明は、本発明を実施する最良の形態であると発明者らがみなす好適な構成及び方法
に関して説明されている。これらの好適な実施形態は、例として示されているにすぎず、
本発明の範囲を限定するものと解釈すべきではない。特許請求の範囲によってのみ制限さ
れる本発明の精神及び範囲から逸脱せずに、当業者が図示及び説明した実施形態へのさま
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ざまな追加、削除、及び変更を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１Ａ】本発明によるカートンを形成することができるブランクの平面図である。
【図１Ｂ】補強ストリップが設けられた図１Ａのブランクの裏側平面図である。
【図２】除去可能部分の切り離しを開始するためにフィンガフラップが操作されている、
図１のブランクから形成されたカートンの斜視図である。
【図３】開口を作るために除去可能部分が引き裂き線に沿って操作され分離されている、
カートンの斜視図である。
【図４】除去可能部分が残りのカートンから完全に切り離された、カートンの斜視図であ
る。
【図５】半分に分離されたカートンの斜視図である。
【図６】陳列用に開かれたカートンの斜視図である。
【図７】本発明によるカートンを形成することができるブランクの代替的な実施形態の平
面図である。
【図８】補強ストリップが設けられた図７のブランクの裏側平面図である。
【図９】除去可能部分が切り離されている、図７のブランクから形成されたカートンの図
である。
【図１０】除去可能部分が切り離され、補強ストリップを示す図９のカートンの斜視図で
ある。
【図１１】半分に分離されている図９のカートンの斜視図である。

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】 【図９】

【図１０】
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